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大
雄
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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夏
の
思
い
出
を
彩
る
祭
典

　

横
手
市
の
７
月
の
観
測
史
上
最

高
気
温
と
な
る
37
度
を
記
録
し
た

７
月
26
日
、
恒
例
の
『
大
雄
サ
マ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
が
、
楽
天

イ
ー
グ
ル
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
大
雄
駐

車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
ホ
ッ
プ
の
産
地

に
ち
な
ん
だ
キ
リ
ン
ド
ラ
フ
ト
カ

ー
の
生
ビ
ー
ル
販
売
や
、
鈴
木
Ｑ

太
郎
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
た
横

手
か
ま
く
ら
F
M
公
開
生
放
送
、

大
雄
太
鼓
の
披
露
な
ど
多
く
の
催

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ

ッ
プ
の
花
を
吹
き
飛
ば
し
て
距
離

を
競
う
『
大
雄
ホ
ッ
プ
ー
大
会
』

や
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
『
カ

ブ
ト
ム
シ
木
登
り
レ
ー
ス
』
に
は

長
い
行
列
が
で
き
、
た
く
さ
ん
の

家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ

ス
ト
の
新
沼
謙
治
さ
ん
が
ス
テ
ー

ジ
に
登
場
。『
嫁
に
来
な
い
か
』な

ど
の
ヒ
ッ
ト
曲
や
ギ
タ
ー
の
弾
き

語
り
を
約
１
時
間
に
わ
た
っ
て
披

露
し
、
会
場
の
盛
り
上
が
り
は
最

高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、
約
８
０
０

発
の
花
火
が
大
雄
の
夜
空
を
色
鮮

や
か
に
照
ら
し
、
ひ
と
き
わ
大
き

な
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

約
１
万
２
千
人
が
訪
れ
た
サ
マ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
来
場
者
は

夏
の
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
を
心
に

刻
み
こ
ん
だ
様
子
で
し
た
。

１_暑さも一緒に吹き飛ばせ！『大雄ホップー大会』　２_迫力満点の大雄太鼓　３_第２部では来年４月の統合に向けた田
根森小･阿気小統合記念セレモニーが開催され､大雄小学校の校章をあしらった電飾を点灯　４_白熱の『カブトムシ木登
りレース』　５_たいゆう保育園児の踊り披露　６_夜空を飾った花火ショー　７_新沼謙治さんのコンサート

２２ １１

４４

6677

５５

３３
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バレー

ソフトテニス

男子

女子団体

横手北中横手北中

増田中増田中

７月12日から30日にかけて開催された秋田県中学校総合体育大会で、優勝した選手
の皆さんをご紹介します。（敬称略）

陸上競技ソフトテニス

秋田県中学校総合体育大会

水泳柔道

　◆
陸
上
競
技　

　

男
子
共
通
走
り
高
跳
び  

第
２
位 

後

　

藤
大
輝（
横
手
南
中
）、
男
子
共
通
８
０

　

０
㍍  

第
３
位  

関
翔
平（
増
田
中
）、

　

女
子
総
合  

第
３
位  

横
手
明
峰
中
、

　

女
子
共
通
４
×
１
０
０
㍍
リ
レ
ー　
第

　

３
位　

横
手
清
陵
学
院
中
、
女
子
１

　

年
１
，５
０
０
㍍  

第
２
位  

菅
原
琳
樺

　
（
横
手
明
峰
中
）、
女
子
３
年
１
０
０
㍍

　

第
３
位　

佐
藤
歩
夏（
横
手
清
陵
学
院

　

中
）、
女
子
共
通
走
り
幅
跳
び　
第
３
位

　
沓
澤
紀
歩（
増
田
中
）、
女
子
共
通
砲
丸

　

投
げ 

第
３
位 

内
藤
千
怜（
増
田
中
）

◆
水
泳 

　

男
子
総
合
第
２
位  

横
手
南
中
、
男
子

　

４
×
１
０
０
㍍
リ
レ
ー  

第
２
位  

横

　

手
南
中
、
男
子
50
㍍
自
由
形 

第
２
位 

　

鈴
木
悠
馬（
横
手
清
陵
学
院
中
）、
男
子

　

自
由
形
２
０
０
㍍ 

第
２
位 

下
田
達

　

熙（
横
手
南
中
）、
男
子
１
，５
０
０
㍍

　

自
由
形 

第
３
位 

渡
辺
湧
大（
横
手
南

　

中
）、
女
子
２
０
０
㍍
背
泳
ぎ 

第
３

　

位 

高
橋
菜
々
花（
横
手
南
中
）

◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　

　

男
子　

第
２
位　

横
手
明
峰
中 

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

　

男
子　

第
２
位　

横
手
明
峰
中

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　

　

男
子
団
体 

第
３
位 

横
手
清
陵
学
院
中

◆
柔
道
　

　

男
子
90
㎏
超
級  

第
２
位  

佐
藤
匠（
横

　

手
南
中
）、
女
子
団
体
第
３
位　

横
手

　

南
中
、
女
子
63
㎏
級  

第
３
位      

伊
藤 

　

は
な（
横
手
南
中
）

◆
卓
球
　

　

男
子
団
体  

第
２
位  

横
手
南
中
、
男 

　

子
個
人  

第
３
位  

佐
々
木
空
翔（
横

　

手
北
中
）、
女
子
団
体  

第
３
位  

横

　

手
明
峰
中

(平鹿中）

女子共通砲丸投げ
中邑 有沙中邑 有沙

女子個人戦

（増田中）
藤原あずさ・沼澤亜美
ペア
藤原あずさ・沼澤亜美
ペア

女子共通200㍍

（横手明峰中）（横手明峰中）
関坂 星奈関坂 星奈

男子３年100㍍

（横手南中）
杉山 祐輔杉山 祐輔

今
大
会
で
上
位
入
賞
し
た

　
　
　団
体
・
個
人
（
敬
称
略
）

今
大
会
で
上
位
入
賞
し
た

　
　
　団
体
・
個
人
（
敬
称
略
）

男子自由形400㍍
下田 達熙下田 達熙

横手市消防本部２チームが、全国消防救助技術大会へ出場します！（敬称略）横手市消防本部２チームが、全国消防救助技術大会へ出場します！（敬称略）

東北電力旗第27回東北ミニバスケットボール大会秋田県大会東北電力旗第27回東北ミニバスケットボール大会秋田県大会

栄光

女子70㎏超級

（横手南中） （横手南中）
佐藤　果佐藤　果

　上位入賞したチームを紹介します。
【女子】◎２位　十文字（東北大会へ出場）　◎３位　横手kitaハピネス（北東北交歓大会へ出場）
【男子】◎３位　大森（北東北交歓大会へ出場）

横手市勢が５競技８種目を制覇横手市勢が５競技８種目を制覇

ほふく救出
チーム
（左から）
古内裕輝
寺澤陽介
伊藤勝也

障害突破
チーム
（前列左から）
遠藤健太郎
高橋昌大
（後列左から）
石沢昌志
佐藤雅尭
橋本隆範

第43回消防救助技術秋田県大会
       『ほふく救出』優勝

第43回東北地区支部消防救助技術指導会
            『障害突破』２位

平成26年度横手市消防訓練大会 

山内消防団が２部門を制し、総合優勝
　

７
月
27
日
、
横
手
市
消
防
訓
練
大

会
が
、
浅
舞
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
各
地
域
の

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
消
防
団
員
４
１

７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

規
律
訓
練
と
小
型
ポ
ン
プ
操
法
に

は
８
消
防
団
が
出
場
。
規
律
訓
練
で

は
、
各
消
防
団
が
指
揮
者
の
号
令
に

従
い
、
息
の
合
っ
た
行
進
を
み
せ
ま

し
た
。
４
人
一
組
で
ホ
ー
ス
を
つ
な

ぎ
、
標
的
に
向
か
っ
て
放
水
す
る
ま

で
の
速
さ
や
正
確
さ
を
競
う
小
型
ポ

ン
プ
操
法
で
は
〝
よ
り
素
早
く
、
よ

り
正
確
に
〞
を
目
指
し
、
団
員
は
日

頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
。
中
で
も

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
と
正
確
さ
に

優
れ
た
山
内
消
防
団
が
、
昨
年
に
続

き
、
規
律
訓
練
と
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
２
部
門
を
制
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ポ
ン
プ
車
操
法
で
は
、
３
消
防
団
が

出
場
し
、
十
文
字
消
防
団
が
連
覇
。

小
型
ポ
ン
プ
操
法
、
ポ
ン
プ
車
操
法

で
優
勝
し
た
山
内
と
十
文
字
消
防
団

が
、
９
月
4
日
に
由
利
本
荘
市
で
行

わ
れ
る
県
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。　

　

大
会
終
了
後
に
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
平
鹿
消
友
会
が
腕
用
ポ
ン

プ
操
作
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
大
会
成
績

【
規
律
訓
練
】

 

１
位　

山
内
消
防
団

 

２
位　

横
手
消
防
団

 

３
位　

大
雄
消
防
団

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
】

 

１
位　

山
内
消
防
団

 

２
位　

大
森
消
防
団

 

３
位　

平
鹿
消
防
団

【
ポ
ン
プ
車
操
法
】

 

１
位　

十
文
字
消
防
団

 

２
位　

雄
物
川
消
防
団

 

３
位　

大
森
消
防
団

【
総
合
成
績
】

 

１
位　

山
内
消
防
団

 

２
位　

大
森
消
防
団

 

３
位　

十
文
字
消
防
団

１・２_規律訓練（３年連続優勝）と小型ポンプ操法（５年連続優
勝）を制覇した山内消防団　３_ポンプ車操法で機敏な動作で
優勝した十文字消防団　４_平鹿消友会が昔の消防操作を披露

１１

２２

３３

４４

　８月１日、市
議会臨時会が開
かれ、副市長に
財務省などに在
職した藤本和宏
氏を選任するこ
とが同意されま
した。
　藤本副市長は
昭和30年生まれの59歳で、秋田市の
出身です。
　秋田南高校を卒業後、熊本国税局
に採用され、財務省中国財務局松江
財務事務所長、財務省主計局、独立
行政法人住宅金融支援機構財務企画
部長などを歴任しました。
　今後、副市長として市の財務部、
市民生活部、健康福祉部、上下水道
部、教育委員会などの事務を担当し
ます。藤本副市長の任期は、８月１
日からの４年間です。

藤本和宏氏が副市長に就任藤本和宏氏が副市長に就任

藤本和宏 副市長

（仮称）横手北スマートインターチェンジ建設を決定

地域活性化へ相乗効果に期待
　

秋
田
自
動
車
道
の
横
手
〜
大
曲

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
I
C
）間
に
、

E
T
C
搭
載
車
専
用
の
I
C『（
仮

称
）
横
手
北
ス
マ
ー
ト
I
C
』が
建

設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
28
日
、
市
が
設
置
し
た
、
地

元
住
民
代
表
や
関
係
機
関
な
ど
に
よ

る
（
仮
称
）
横
手
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
地
区
協
議
会
で
承
認

さ
れ
た
実
施
計
画
書
を
国
や
ネ
ク
ス

コ
東
日
本
な
ど
に
提
出
し
て
い
た
も

の
で
、
こ
の
ほ
ど
国
土
交
通
省
か
ら

新
規
採
択
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
建

設
予
定
地
は
、
猪
岡
地
内
で
秋
田
道

と
県
道
横
手
大
森
大
内
線
が
交
差
す

る
付
近
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
秋
田
道
と
県
道
横
手
大

森
大
内
線
を
つ
な
ぐ
た
め
の
、
市
道

と
の
連
結
許
可
申
請
を
提
出
し
て
お

り
、
許
可
さ
れ
れ
ば
年
内
に
事
業
着

手
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

秋
田
道
の
横
手
〜
大
曲
I
C
間
は

県
内
の
高
速
道
路
区
間
で
は
最
も
長

く
、
ス
マ
ー
ト
I
C
の
整
備
に
よ
っ

て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
が
図

ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

大曲IC

横手IC

湯田IC

湯沢横手道路

平鹿総合病院

市役所本庁舎
県道
横手大森大内線

北上→

←大森

13

107

秋
田
自
動
車
道

（仮称）横手北スマート
 IC 建設予定地
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わくわくフェアinおものがわ

水に親しみ夏の一日を満喫
　

国
土
交
通
省
の
川
の
通
信
簿
で
最

高
評
価
の
５
つ
星
を
獲
得
し
て
い
る

雄
物
川
河
川
公
園
で
、
７
月
21
日
、

『
わ
く
わ
く
フ
ェ
ア
in
お
も
の
が
わ
』

が
行
わ
れ
、
約
３
，
０
０
０
人
が
会

場
を
訪
れ
ま
し
た
。
真
夏
の
日
射
し

が
降
り
そ
そ
ぐ
中
、
約
10
㌶
の
広
大

な
公
園
内
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
来
場
者
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

　

恒
例
と
な
っ
た
イ
ワ
ナ
の
つ
か
み

ど
り
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
歓
声
を

上
げ
て
喜
び
、
笑
顔
を
見
せ
て
い
た

ほ
か
、
カ
ヌ
ー
体
験
も
順
番
待
ち
が

で
き
る
ほ
ど
で
し
た
。
会
場
で
は
、

雄
物
川
町
特
産
の
ス
イ
カ
『
あ
き
た

夏
丸
』
が
振
る
舞
わ
れ
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、
そ
の
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ

と
し
た
食
感
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
国
民
文
化
祭
の
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
を
歌
う
、
渡
部
絢
也
さ
ん

の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
や
大
道
芸
人
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
も
来
場
者
の
注
目
を
集

め
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
公
園
の
周
り
の
約

1
・
４
㌔
の
舗
装
路
を
利
用
し
て
、

ミ
ニ
電
気
自
動
車
レ
ー
ス
が
開
催
さ

れ
、
横
手
清
陵
学
院
高
校
を
は
じ
め

と
す
る
４
校
か
ら
９
台
が
エ
ン
ト
リ

ー
し
ま
し
た
。
カ
ー
ボ
ン
製
の
車
体

に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
考
慮
し
た

モ
ー
タ
を
積
載
し
、
単
三
形
の
充
電

池
20
本
を
動
力
と
す
る
ミ
ニ
電
気
自

動
車
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
流
線
型
の
車

体
が
、
１
時
間
に
わ
た
っ
て
そ
の
周

回
数
を
競
い
合
う
レ
ー
ス
の
様
子
を

多
く
の
人
た
ち
が
興
味
深
く
見
つ
め

て
い
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
緑
豊
か
な
河

川
公
園
の
自
然
の
中
で
行
わ
れ
た
催

し
は
、
訪
れ
た
人
た
ち
に
と
っ
て
、

夏
の
日
の
貴
重
な
思
い
出
と
な
り
ま

し
た
。

イワナのつかみどりには、子どもたちをはじめ多くの
人出（上）、カヌーを通じて水に親しむ子どもたち（下）

高校生が技術を競ったミニ電気自動車レース

戸部氏に法務大臣から感謝状

人権擁護委員の活動に感謝
　

７
月
１
日
付
で
、
人
権
擁
護
委
員

を
退
職
さ
れ
た
戸
部
英
二
氏
の
長
年

に
わ
た
る
人
権
擁
護
と
人
権
思
想
の

高
揚
普
及
に
対
し
て
、
７
月
22
日
、

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

戸
部
氏
は
、
５
期
15
年
間
、
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
人
権
相
談
や
啓
発

活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
髙
橋
市

長
は
「
長
年
の
活
動
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。
今
後
も
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

生
か
し
て
、
地
域
で
ご
活
躍
く
だ
さ

い
」
と
感
謝
の
意
を
伝
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
１
日
付
で
次
の
方
が

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

◆
森
屋
輝
夫
氏（
新
任
）、
神　

英
夫

　

氏（
再
任
）、
照
井
静
信
氏（
再
任
）、

　

佐
野
洋
子
氏（
再
任
）

第36回猩々まつり

十文字発展の礎を後世に
　

7
月
26
日
、
今
年
で
36
回
目
と
な

る
猩
々
ま
つ
り
が
、
十
文
字
文
化
セ

ン
タ
ー
隣
り
の
十
字
の
里
で
行
わ
れ

ま
し
た
。今
か
ら
２
０
０
年
ほ
ど
前
、

旧
十
文
字
町
周
辺
は
松
林
に
覆
わ
れ

増
田
街
道
に
は
目
印
に
な
る
も
の
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
通
り
に

石
の
猩
々
像
を
建
立
す
る
と
、
茶
屋

な
ど
が
建
て
ら
れ
、
交
通
の
要
衝
と

し
て
栄
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

祭
り
の
ゆ
え
ん
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
夕
方
か
ら
増
田
高
校
吹

奏
楽
部
の
演
奏
や
保
育
園
児
の
よ
さ

こ
い
踊
り
の
披
露
、
な
ま
は
げ
郷
神

楽
の
演
奏
、
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
な
ど
多

彩
な
催
し
を
開
催
。
ま
た
、
今
年
初

め
て
『
猩
々
お
ど
り
』
の
コ
ン
テ
ス

ト
が
実
施
さ
れ
、参
加
し
た
団
体
は
、

地
域
に
伝
わ
る
踊
り
の
出
来
栄
え
を

競
い
合
い
ま
し
た
。
最
後
は
、
麺
ま

き
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
、

恒
例
の
祭
り
を
十
分
に
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

（左から）東本秋田地方法務局長、戸部英二氏、髙橋
市長、松井大曲人権擁護委員協議会長
（左から）東本秋田地方法務局長、戸部英二氏、髙橋
市長、松井大曲人権擁護委員協議会長

市政の窓  行政報告

地域の人と一緒に園児も猩々おどりを
披露

JR北上線利用促進協議会設立総会 

３市町が連携し、利用促進を
　
Ｊ
Ｒ
北
上
線
は
、
岩
手
と
秋
田
を

結
ぶ
主
要
な
路
線
で
、
沿
線
住
民
の

生
活
路
線
で
あ
り
、
観
光
地
へ
の
ア

ク
セ
ス
手
段
と
し
て
も
重
要
な
鉄
道

路
線
で
す
。

　

７
月
29
日
、
岩
手
県
西
和
賀
町
の

銀
河
ホ
ー
ル
で
、
Ｊ
Ｒ
北
上
線
利
用

促
進
協
議
会
の
設
立
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
少
子
高
齢
化

や
マ
イ
カ
ー
の
普
及
等
か
ら
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
発
足
時
に
比
べ
、
約
７
割
も

利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
北
上
線
の

状
況
を
ふ
ま
え
、
利
用
促
進
に
向
け

沿
線
の
北
上
市
、
西
和
賀
町
、
横
手

市
が
連
携
し
て
事
業
を
行
う
組
織
と

し
て
新
た
に
設
立
し
た
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
Ｊ
Ｒ
北
上
線
の
現
状

を
周
知
す
る
取
り
組
み
を
重
点
的
に

実
施
し
、
３
市
町
の
特
徴
を
生
か
し

な
が
ら
、
路
線
維
持
に
向
け
連
携
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。会長に西和賀町長、副会長に北上・横手両市

長が選任され、今後の活動について協議

登録有形文化財建造物修理関係者講習会

文化財を『保存』から『活用』へ
　

文
化
庁
が
主
催
す
る
登
録
有
形
文

化
財
建
造
物
修
理
関
係
者
等
講
習
会

が
、
７
月
31
日
か
ら
８
月
１
日
ま
で

の
日
程
で
、
横
手
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ

ル
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

登
録
有
形
文
化
財
制
度
に
つ
い
て

の
周
知
や
補
助
と
規
制
な
ど
の
知
識

を
関
係
者
が
共
有
し
、
登
録
有
形
文

化
財
の
適
切
な
修
復
等
を
行
い
、
後

世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
毎

年
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
東
北
で

は
初
の
開
催
で
す
。

　

初
日
は
工
学
院
大
学
建
築
学
部
・

後
藤
治
教
授
が
、『
歴
史
的
建
造
物

の
保
存
と
活
用
』
と
題
し
て
講
演
。

「
市
民
参
加
の
保
護
が
重
要
。〝
保
存

か
ら
活
用
へ
〞
と
い
う
新
た
な
潮
流

を
理
解
し
て
歴
史
的
建
造
物
に
関
わ

っ
て
ほ
し
い
」
と
、
文
化
財
を
め
ぐ

る
大
き
な
流
れ
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
重
伝
建
地
区
に
選
定

さ
れ
注
目
が
集
ま
る
増
田
の
町
並
み

の
見
学
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

後藤教授の講演に聞き入る参加者

後三年合戦沼柵公開講座

縄文・古代・中世から現代へ
　

７
月
26
日
、
後
三
年
合
戦
沼
柵
公

開
講
座
が
、
雄
物
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
と
雄
物
川
郷
土
資
料
館
で

開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
約
１
６
０

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
第
１
部
で
は
、
『
田
ん

ぼ
の
下
か
ら
縄
文
時
代
・
古
墳
時
代

の
ム
ラ
』
と
題
し
て
、
平
成
24
・
25

年
度
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
神
谷

地
・
小
出
遺
跡
（
雄
物
川
町
薄
井
）

か
ら
出
土
し
た
縄
文
・
古
墳
時
代
の

遺
物
な
ど
に
つ
い
て
、
元
県
教
育
庁

文
化
財
保
護
室
長
の
大
野
憲
司
氏
が

土
器
な
ど
を
手
に
取
り
な
が
ら
、
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
青
森
県
教
育
庁
の

根
岸
洋
氏
が
、
『
横
手
（
盆
地
）
の

先
史
遺
跡
の
意
義
』
と
題
し
て
講

演
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
が
、
縄
文
時
代

と
し
て
は
低
地
に
位
置
す
る
非
常
に

稀
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
説
明

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
盛
岡
市
教
育
委
員
会
の
室

野
秀
文
氏
は
、
『
中
世
沼
舘
城
の
遺

構
』
と
題
し
て
、
沼
舘
城
の
本
丸
跡

と
さ
れ
る
蔵
光
院
の
土
塁
が
東
北
最

大
規
模
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し

ま
し
た
。
『
横
手
盆
地
と
沼
柵
周
辺

の
歴
史
環
境
』
と
題
し
た
座
談
会
で

は
、
「
雄
物
川
地
域
に
複
数
の
時
代

の
遺
跡
が
多
く
見
つ
か
っ
て
い
る
の

は
、
コ
メ
の
産
地
で
あ
っ
た
こ
と
に

加
え
、
街
道
や
河
川
が
交
差
す
る
交

通
の
要
衝
で
あ
っ
た
た
め
だ
ろ
う
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
隣
接
す
る
雄
物
川
郷
土
資

料
館
で
は
、
２
つ
の
遺
跡
か
ら
発
掘

さ
れ
た
、
約
千
五
百
年
〜
五
千
年
前

の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
土
器
な
ど
が

展
示
さ
れ
、
私
た
ち
の
足
元
に
眠
る

悠
久
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。
遺
物
の
展
示
は
、

同
資
料
館
で
９
月
23
日
ま
で
行
わ
れ

ま
す
。

歴史ロマンを熱心に聞き入る参加者

活発な議論を展開した座談会
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市政情報便  市役所からのお知らせ

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページ番号を入力すると関連情報がご覧いただけます

 市役所からのお知らせ 市政情報便

教育委員会短信
　問合せ 教育総務課 　 32-2402　問合せ 教育総務課 　 32-2402●

７月
ＨＰページ番号000014583ＨＰページ番号000014583

■7月定例教育委員会の審議内容（７月28日）

◎工事請負契約の締結に関する意見の申出　　
　　横手北小学校建設工事ほか２件の請負契約の締結
　について
◎平成27年度使用教科用図書の採択
　　平成27年度に使用する教科用図書の採択について
◎教育に関する事務の点検・評価報告書（平成25年度実績）
　　今後点検・評価報告書を議会に報告し、市民の皆
　さんに公表します

　横手市教育委員会の事業などを紹介するＦＭラジオ
番組『よこてＢＯＥチャンネル』を横手かまくらＦＭ
（77.4MHz）で放送しています。
　ぜひお聞きください。

◆放送日時：毎週第１、３火曜日、
　午前７時 30 分から（再放送は
　翌日の午前９時 15 分から）

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか

市議会９月定例会開催（予定）のお知らせ市議会９月定例会開催（予定）のお知らせ

　市議会の傍聴を希望される方は、市役所本庁舎７
階の傍聴席に直接お越しください。なお、団体での
傍聴は事前に議会事務局までご連絡ください。
◆会　期
　８月25日（月）から９月19日（金）までの26日間
◆日　程
　８月25日（月）本会議【開会、市長所信説明ほか】
　８月26日（火）本会議【決算審査】
　９月２日（火）本会議【会派代表質問】
　９月３日（水）本会議【一般質問】
   ９月４日（木）本会議【一般質問】
　９月５日（金）本会議【一般質問】
　９月19日（金）本会議【各委員長報告ほか、閉会】
◆時　間　午前10時から
　※９月19日は予算特別委員会終了後に開催予定
◆場　所　市役所本庁舎６階議場（傍聴席は７階）
◆問合せ　市議会事務局（市役所本庁舎６階）
　　　　　☎32-2535

ＨＰページ番号000015533ＨＰページ番号000015533

る賞品をお贈りします。

【ペア入浴券提供施設】

◆結果発表
　９月下旬

◆問合せ・提出先
　市市民生活部生活
　環境課（市役所本
　庁舎内）
　☎35-2184

　市では、夏季の省エネルギー施策の一環として『Ｇ
ＣＰ（グリ―ンカーテンプロジェクト）』を推進してい
ます。5月には、グリーンカーテン講習会を開催し、
栽培方法やグリーンカーテンの作り方の説明を行いま
した。今回、この夏を通じて、各家庭で設置したグリ
ーンカーテンの出来栄えや取り組みを表彰するコンテ
ストを開催します。

◆エントリー方法
　エントリーシートに所定事項を記入の上、提出して
ください。エントリーシートは生活環境課窓口や各地
域局市民福祉課窓口に設置するほか、市ホームページ
からもダウンロードできます。
　エントリーシートには、グリーンカーテンの種類や
大きさ、工夫した点、実感した効果、感想などを記入
していただきます。

◆エントリー受付期間
   ８月18日（月）～９月５日（金）※必着

◆応募方法
　生活環境課（横手市中央町８番２号）に郵送または、
持参してください。各地域局市民福祉課でも受け付け
します。

◆賞品　
　優秀な取り組みをされた方には、市内温浴施設11カ
所のペア入浴券のほか、冬にウォームシェアを楽しめ

施　設　名
ホテルウェルネス横手路
横手駅前温泉 ゆうゆうプラザ
リフレッシュスパ クォード
上畑温泉 さわらび
緑地管理センター ゆ～らく
ときめき交流センター ゆっぷる
雄物川温泉 えがおの丘
横手市交流センター 雄川荘
休養センター さくら荘
あいのの温泉 鶴ケ池荘
ゆとりおん大雄

地　域

横　手

増　田

平　鹿

雄物川

大　森
山　内
大　雄

条里南庁舎のグリーンカーテン条里南庁舎のグリーンカーテン

グリーンカーテンコンテストを開催します！
～皆さんの取り組みをお寄せください～

                                                                　　ＨＰページ番号000018769

グリーンカーテンコンテストを開催します！
～皆さんの取り組みをお寄せください～

                                                                　　ＨＰページ番号000018769

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た
は
母
、

寡
婦
の
方
を
対
象
に
、
就
労
に
生

か
せ
る
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
技
能
を

学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
１
日（
月
）〜
５
日

　
（
金
）、
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

　

４
時
30
分

※
初
日
は
午
後
５
時
30
分
ま
で

◆
場
所
／
Ｙ
ぷ
ら
ざ
３
階
研
修
室

◆
定
員
／
10
人

◆
受
講
内
容
／
ワ
ー
ド
２
０
１
０

　

＆
エ
ク
セ
ル
２
０
１
０
の
基
礎

　

知
識

◆
受
講
料
／
無
料　

※
テ
キ
ス
ト

　

代
（
２
，
０
０
０
円
程
度
）
は

　

自
己
負
担
で
す
。

◆
申
込
期
限
／
８
月
21
日（
木
）

◆
申
込
方
法
／
子
育
て
支
援
課
に

　

用
意
し
て
い
る
申
込
書
に
、
所

　

定
の
事
項
を
記
入
し
、
顔
写
真

　

（
縦
４
㌢
×
横
３
㌢
）
を
貼
っ

　

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
】

　

市
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課

　
（
市
役
所
本
庁
舎
内
）

　

☎
３
５
‐
２
１
３
３

ＨＰページ番号／000015532 講習会

〜
ひ
と
り
親
の
方
対
象
〜

　
　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

　

今
年
度
も
明
海
大
学
（
千
葉
県

浦
安
市
）
に
通
う
留
学
生
が
横
手

市
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す
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ＨＰページ番号／000018747

　市では町内会などでアメシロの共同防除をする場
合、費用の一部を助成しています。
　散布する際は、あらかじめ関係者に事前周知等を
行い、トラブルのないようにお願いします。
◆交付内容／町内会など防除を行った団体。１戸につき
　100 円（２回分まで）　◆申請期限／９月30日（火）
◆問合せ／各地域局産業建設課、または市農林部農   
   林整備課（県平鹿地域振興局内）☎32-2114
※横手地域は、市農林部農業振興課横手地域係（県平
　鹿地域振興局１階☎32-2718）です

アメシロ防除に助成しますアメシロ防除に助成します

　認知症や障がいなどにより、判断能力が低下して
いる方の権利擁護や成年後見制度の利用に関する相
談会を開催します。弁護士、司法書士、社会福祉士
が相談に応じます。秘密は厳守されますので、お気
軽にお申し込みください。
◆対象者／市内にお住いの方、市内の福祉・保健・  
  　　　　 医療関係の事業所に勤務されている方
◆日時／９月22日（月）午後１時30分～４時30分
　　　　※12月と平成27年２月にも開催予定
◆場所／市役所本庁舎４階会議室
◆定員／先着４組
◆申込開始／９月１日（月）
◆申込方法／電話で市東部地域包括支援センターま
　　　　　　でお申し込みください。
◆申込み／市東部地域包括支援センター（市役所本庁舎
　　　　　内） ☎35-2160

第１回成年後見定期相談会
開催のお知らせ

第１回成年後見定期相談会
開催のお知らせ

2

2
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　８月２日、プロ野球イースタンリーグ公式戦がグリー
ンスタジアムよこてで開催されました。試合では楽天イ
ーグルスが本塁打６本を含む24安打を放ち、千葉ロッテ
に20対４と快勝。市内スポーツ少年団員などが多くつめ
かけた会場は終始歓声に包まれていました。
　また、試合前日には楽天イーグルスの大久保博元二軍
監督と投手３人が崇念寺(雄物川)を訪れ、史上初の300勝
を達成した元・巨人軍投手のヴィクトル・スタルヒンの
墓碑を参拝しました。

楽天イーグルスの打線爆発
■イースタンリーグ公式戦『楽天vsロッテ』

選手たちとハイタッチ(右上)、墓碑を前に栄光の投手をしのぶ(右下)

（大森）

　７月21日、昭和46年に廃線となった『横荘線』の往
時をしのぶ『横荘線メモリーウォーキング』が開催さ
れました。雄物川町二井山を出発した102人の参加者
は、緑が深まる初夏の鮮やかな景色を楽しみながら、
由利本荘市老方までのおよそ12㌔の道のりをそれぞれ
のペースで歩いていました。

横荘線の面影をたどる （雄物川）手作り草履で交通安全を祈願 きれいな川へイワナを放流 （増田）

　夏の交通安全運動が始まった８月１日、交通安全を
呼びかけるチラシと『交通安全ミニ草履』の配布が、
大森地域の旧前田公民館前で行われました。集まった
前田老人クラブ(守屋寿会長)の会員は、通りがかった
ドライバーに「気を付けて運転しましょう」と声をか
けながら、手作りのマスコット草履を手渡しました。

電気が発生する仕組みを学びながらオリジナルの乾電池を製作

■横手市科学お楽しみ広場

科学の楽しさを体験しよう

　７月28日、子どもたちの科学への関心を高めることを
目的とした『横手市科学お楽しみ広場』が朝倉小学校を
会場に開催され､市内の小学生190人が、実験やものづく
りなど、全12コーナーを通して科学とふれあいました。
　『作ったことある？かん電池』コーナーでは、マンガ
ン電池を製作し、実際に豆電球を点灯させました。参加
した朝倉小６年・山本晴輝さんは「今後は蓄電池の仕組
みについても学んでみたいです」と科学への興味を深め
た様子で話してくれました。

　金沢地区の史跡の整備や文化・伝統行事の保存を目標
に掲げて『歴史・文化の里づくりをすすめる会』が昭和
63年から活動を続けています。
　６月15日に祗園寺奥の三十三観音・十六羅漢参道の手
すりの修繕と金沢八幡宮近くの金洗清水清掃を実施。ま
た、７月13日には地域の親子が参加して、三十三観音に
付着した土やコケを取り除く清掃活動を行い、参加者た
ちは地域の遺産の存在を改めて認識するとともに、それ
らを大切にする気持ちが醸成されたようでした。

■金沢地区史跡清掃活動（横手）

地区の歴史文化を後世へ

地域住民が主体となって歴史と伝統を守る活動

　７月25日、横手明峰中学校でプロバスケットボールｂ
ｊリーグの秋田ノーザンハピネッツの長谷川誠ヘッドコ
ーチと雄物川高校男子バレーボール部の宇佐美大輔監督
が、市内中学校のバスケットボール、バレーボール部員
を対象に基本技術の指導を行いました。　
　会場には、ハピネッツの選手と雄物川高校のバレーボ
ール部員も訪れ、指導に参加。最後に二人の指導者は、
目的意識の必要性を話し「努力を惜しまず、練習に励ん
でください」と部員たちにエールを送りました。

■中学生バスケットボール・バレーボール教室

二人の偉大な先輩が技術指導

熱心な指導を行う長谷川ヘッドコーチ（左）と宇佐美監督（右）

■増田高校書道パフォーマンス（増田）

〝見せる書道〟をお年寄りに披露

　増田高校書道部の14人が、７月23日、特別養護老人ホ
ーム『シルバードームいきいきの郷』を訪れ、書道パフ
ォーマンスを披露しました。縦４㍍、横７㍍の紙に、秋
田音頭の歌詞をリズムに合わせて書き上げ、施設利用者
と一緒にハタハタの絵を添えて、完成させました。
　部長の石山真衣子さんは「お年寄りに喜んでもらえて
良かった。この後は、10月５日に秋田市で行われる国民
文化祭の書道パフォーマンスに向けて、練習を積んでい
きたい」と笑顔で話してくれました。流れるように筆を運ぶ書道パフォーマンス

じゅうろく　ら  かん

か ねあらい し　みず

トッププレーヤーの迫力間近に
■バスケ女子日本代表が合宿（横手）

世界選手権を見据えた練習（左）、中学生へ体の使い方を指導（右）

　７月22・23日、ハヤブサジャパン・バスケットボール
女子日本代表が、横手体育館で合宿練習を行いました。
　合宿には、イスタンブール世界選手権に出場する渡嘉
敷来夢選手らＡ代表と、馬瓜エブリン選手らアジア競技
大会に出場するＢ代表の総勢50人が参加。フォーメーシ
ョンの確認や高さのある外国人を想定したディフェンス
などを反復練習していました。練習後、中学生を対象に
クリニックを行い、参加者はやや緊張した面持ちで、憧
れのトッププレーヤーと心地よい汗を流しました。

（平鹿）

　７月21日、浅舞公民館で第24回あやめ杯民謡大会が
開催され、一般の部に81人、年少の部に６人ののど自
慢が出場しました。審査の結果、一般の部では本荘追
分で金子未希さん（湯沢市）が、年少の部では秋田船
方節で目黒菜々香さん（男鹿市）がそれぞれ優勝し、
会場をうめた観客から万雷の拍手を受けました。

若手の登竜門で熱唱

　７月22日、ますだ保育園の年長児34人がイワナの稚
魚3,000匹を成瀬川に放流しました。成瀬川漁協（高橋
良敏組合長）の協力で行ったもので、園児たちは「大
きくなってね」と声をかけながら放流。川での水遊び
の経験が少ない園児たちは、澄んだ川の中のオタマジ
ャクシを捕まえては大はしゃぎしていました。

３時間にわたって熱戦が繰り広げられた３時間にわたって熱戦が繰り広げられた
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市政情報便  市役所からのお知らせ  市役所からのお知らせ 市政情報便

　　　　　　　　　　　　　　　
秋田県総合防災訓練を開催します
　日時：８月31日（日）午前８時～正午

　　　　　　　　　　　　　　　
秋田県総合防災訓練を開催します
　日時：８月31日（日）午前８時～正午

◆訓練の目的
　この訓練は、防災関係機関と地域住民が協力して、
災害に対する初動対応が迅速・的確に実施できるよう
にするとともに、住民が『自らの命を守るために何を
すべきか』を考えます。
◆訓練想定
　秋田県内陸南部において大地震が発生し、横手市は
震度７を観測したという想定です。
◆訓練実施時間
　午前８時に地震が発生したとの想定のもと、各訓練
を同時に進行します。
◆訓練内容
①災害対策本部設置訓練　
②自主避難訓練（各地域）
③自主防災組織自主防災訓練　
④避難所開設訓練
⑤ショッピングセンター自主防災訓練　
⑥支援物資搬入出訓練　
⑦-１救援部隊集結・活動訓練（警察・消防・自衛隊）
⑦-２救援部隊集結・活動訓練（ＤＭＡＴ）
⑧災害ボランティアセンター開設訓練　
⑨遺体安置所開設訓練（旧横手西中学校）
⑩各種展示体験訓練（防災フェア）　

◆防災フェア
　午前10時から午後３時まで、イオンスーパーセンタ
ー横手南店と秋田ふるさと村において自衛隊や消防等
の車両やヘリコプターの展示、地震体験車での地震体
験、防災関係企業等の防災関連用品の紹介を行います。
◆訓練へのご理解をお願いします
＊地震発生想定時刻に合わせて、防災ラジオ・防災行
　政無線・安全安心メール・緊急速報メールで訓練放
　送や配信が行われます。
＊主会場周辺では緊急車両がサイレンを鳴らして通行
　します。
＊主会場、平鹿総合病院、大森多目的広場ではヘリコ
　プターの離発着があり、騒音や土ぼこりが発生しま
　す。
＊訓練時間内の横手南中学校への一般車両の乗り入れ
　はできません。
◆各町内でも訓練にご参加ください
　この訓練に合わせ、町内会やご家族で各自の避難場
所までの経路確認をぜひ行ってください。地域の主な
避難場所となっている市立小中学校は午前８時から10
時までグラウンドを開放します。
◆問合せ
市総務企画部危機管理課（条里北庁舎内）☎35-2195

   市が発注した建設工事のうち、平成25年度中に完成
した300万円以上の工事183件の中から、特に優れた工
事14件が選ばれ、施工に携わった請負業者13社と技術
者13人が７月31日、かまくら館で表彰されました。
　受賞者を代表して、伊藤建設工業株式会社の中村清
昭代表取締役は「工事の技術を高めるために、日々研
さんを積んでいる。愛する郷土横手のために品質の高
い工事を施工していきたい」と受賞の喜びと、今後の
抱負を述べました。
　受賞工事と受賞技術者は、次のとおりです。（敬称略）

①H24災 第108号 一級市道大屋線道路災害復旧工事
　創和建設株式会社 代表取締役社長 小原朗　　　　
　現場代理人兼主任技術者 稲葉司

②平成24年度（繰）市道静町赤坂線防雪柵新設工事
　伊藤建設工業株式会社 代表取締役 中村清昭　　　
　現場代理人兼主任技術者 嵯峨巧

③平成25年度 市道袴形呂土沢線道路改良工事
　渡部工業有限会社 代表取締役 渡部貢　　　　　　
　現場代理人兼主任技術者 柴田亮

④平成25年度 市道三本柳森崎線道路改良工事
　荒川施設工業株式会社 代表取締役 荒川誠治　　　
　現場代理人兼主任技術者 荒川道義

⑤平成24年度 本郷橋補修工事
　株式会社吉田建設 代表取締役 吉田博行　　　　　
　現場代理人兼主任技術者 大友貴宏

⑥山内地域多目的総合施設建設工事（建築本体工事）
　横手・伊藤・村岡 山内地域多目的総合施設建設工 
   事（建築本体工事）特定建設工事共同企業体　　　　
　代表者 横手建設株式会社 代表取締役 武茂広行　　
　構成員 伊藤建設工業株式会社 代表取締役 中村清昭
　構成員 株式会社村岡組 代表取締役 村岡 志朗　　
　現場代理人兼監理技術者 小棚木悟

⑦山内地域多目的総合施設建設工事（機械設備工事）
　横手水道工業株式会社 代表取締役社長 栗林 徹　　
　現場代理人兼監理技術者 池田勉

⑧山内地域多目的総合施設建設工事（電気設備工事）
　伊藤電気株式会社 横手営業所 所長 鈴木善昭　　　

⑨学校給食センター統合事業 横手学校給食センター   
   建設工事（建築本体工事）
　伊藤・半田・創和 学校給食センター統合事業 横手学 
   校給食センター建設工事（建築本体工事）特定建設工
　事共同企業体　　　　
　代表者 伊藤建設工業株式会社 代表取締役 中村清昭
　構成員 株式会社半田工務店 代表取締役 半田隆夫　
　構成員 創和建設株式会社 代表取締役社長 小原朗　
　現場代理人兼監理技術者 河村宣宏

⑩大沢第二浄水場送水管布設工事（第１工区）
　荒川施設工業株式会社 代表取締役 荒川誠治　　　
　現場代理人兼主任技術者 橋本和男

⑪今泉地区農業集落排水（機能強化）事業 第02101号工事
　山二施設工業株式会社 横手支店 支店長 齋藤政志　
　現場代理人兼主任技術者 桐原信悦

⑫今泉地区農業集落排水（機能強化）事業 第02201号工事
　桜沢電気工事株式会社 代表取締役 柴田吉松　　　
　現場代理人兼主任技術者 鎌田昭利

⑬平成25年度 公共下水道事業 平鹿石成地区管渠築造     
   工事
　株式会社吉田建設 代表取締役 吉田博行　　　　　
　現場代理人兼主任技術者 佐藤広

⑭平成25年度 公共下水道事業 雄物川船沼地区管渠築 
   造工事
　株式会社大和組 代表取締役 大和康範　　　　　　
　現場代理人兼主任技術者 小西英樹

～災害への備えを万全に～～災害への備えを万全に～ ～優れた工事技術をたたえる～～優れた工事技術をたたえる～

イオンスーパーセンター
横手南店駐車場
⑩防災フェア

イオンスーパーセンター
横手南店駐車場
⑩防災フェア

横手南中学校
④避難所開設訓練
横手南中学校
④避難所開設訓練

イオンスーパーセンター
横手南店
⑤ショッピングセンター
　自主防災訓練

イオンスーパーセンター
横手南店
⑤ショッピングセンター
　自主防災訓練

横手南中へ横手南中へ

多目的広場多目的広場Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ

秋田ふるさと村
⑥支援物資搬入出訓練
⑩防災フェア

秋田ふるさと村
⑥支援物資搬入出訓練
⑩防災フェア

赤坂総合公園
⑦-1救援部隊集結・
　　 活動訓練

赤坂総合公園
⑦-1救援部隊集結・
　　 活動訓練

朝日が丘町内
③自主防災組織   
    自主防災訓練

朝日が丘町内
③自主防災組織   
    自主防災訓練

グリーンスタジアムよこてグリーンスタジアムよこて

主会場付近図主会場付近図

市役所条里南・北庁舎周辺市役所条里南・北庁舎周辺

市役所条里南庁舎
⑧災害ボランティア
　センター開設訓練

市役所条里南庁舎
⑧災害ボランティア
　センター開設訓練

Ｐ

横手体育館横手体育館

　　　　　　　　　　　　　　　
平成26年度横手市優良工事表彰
　　　　　　　　　　　　　　　
平成26年度横手市優良工事表彰

至 横手ＩＣ至 横手ＩＣ
高い技術力と優れた品質管理が評価された請負業者の方と技術者の皆さん

平鹿総合病院
⑦-2救援部隊集結・             
       活動訓練
　　（ＤＭＡＴ）

平鹿総合病院
⑦-2救援部隊集結・             
       活動訓練
　　（ＤＭＡＴ）

市役所条里北庁舎
①災害対策本部設置
　訓練

市役所条里北庁舎
①災害対策本部設置
　訓練
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甲
種
防
火
管
理
講
習
（
新
規

　
　

講
習
・
再
講
習
）

◆
日
時
／【
①
新
規
講
習
】10
月
９
日

　
（
木
）・
10
日（
金
）午
前
10
時
〜
午

　

後
４
時
30
分【
②
再
講
習
】10
月
９

　

日（
木
）午
後
１
時
30
分
〜
４
時

◆
テ
キ
ス
ト
代
／
①
４
，
５
０
０
円

　

②
２
，
５
０
０
円

◆
場
所
／
大
仙
市
仙
北
ふ
れ
あ
い
文

　

化
セ
ン
タ
ー（
大
仙
市
堀
見
内
）　

◆
申
込
期
限
／
９
月
９
日（
火
）

◆
申
込
み
／
市
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
３
２
‐
１
２
１
８

　
　

講
座
『
よ
こ
て
の
歴
史
に
魅

　
　

せ
ら
れ
て
』（
２
日
間
受
講
）

　

横
手
で
生
涯
を
終
え
た
武
将
・
本

多
正
純
公
に
つ
い
て
、
ゆ
か
り
の
場

所
を
巡
り
学
び
ま
す
。
参
加
費
等
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
講
師
／
本
多
上
野
介
正
純
公
を
学

　

ぶ
市
民
の
会
・
佐
川
君
子
副
会
長

◆
日
時
／【
１
回
目
】９
月
９
日（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜【
２
回
目
】９
月

　

30
日（
火
）午
前
９
時
〜

◆
定
員
／
16
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

◆
申
込
期
限
／
８
月
25
日（
月
）午
後

　

５
時
ま
で

◆
問
合
せ
／
女
性
セ
ン
タ
ー

　

☎
３
３
‐
３
９
９
５

　
　

後
三
年
合
戦
探
訪
に
参
加
し

　
　

て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
９
月
３
日（
水
）午
前
８
時

　

45
分
〜
午
後
４
時

◆
集
合
場
所
／
条
里
南
庁
舎
向
か
い

　

防
雪
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場

◆
コ
ー
ス
／
沼
柵
・
大
鳥
井
山
遺
跡 

　

・
金
沢
資
料
館
・
金
沢
柵
・
平
安

　

の
風
わ
た
る
公
園
な
ど

◆
参
加
費
／
２
，０
０
０
円（
昼
食
等
）

◆
定
員
／
先
着
20
人

◆
問
合
せ
／
横
手
市
観
光
協
会

　

☎
３
３
‐
７
１
１
１

　
　

高
校
の
統
合
等
再
編
整
備
構 

　
　

想
に
関
す
る
意
見
交
換
会

◆
期
日
・
場
所
／

　
【
増
田
地
区
】８
月
28
日（
木
）、
増

　

田
地
区
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

　
【
平
鹿
地
区
】９
月
１
日（
月
）、
浅

　

舞
公
民
館　

　
【
雄
物
川
地
区
】９
月
４
日（
木
）、

　

雄
物
川
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
時
間
／
午
後
６
時
〜
８
時

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
県
教
育
庁
高

　

校
教
育
課

　

☎
０
１
８
‐
８
６
０
‐
５
１
６
３

　
　

秋
田
県
果
樹
試
験
場
参
観
デ

　
　

ー
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

家
族
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

◆
日
時
／
９
月
６
日（
土
）午
前
９
時

　

〜
午
後
３
時
30
分
※
入
場
無
料

◆
場
所
／
県
果
樹
試
験
場（
平
鹿
町
）

◆
内
容
／
研
究
成
果
の
発
表
、
ほ
場

　

公
開
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
苗
木
プ
レ

　

ゼ
ン
ト（
先
着
３
０
０
人
）と
ブ
ル

　

ー
ベ
リ
ー
栽
培
講
座
、
リ
ン
ゴ
も

　

ぎ
取
り
体
験（
小
学
生
以
下
）な
ど

◆
問
合
せ
／
県
果
樹
試
験
場

　

☎
２
５
‐
４
２
２
４

　
　

水
源
森
林
の
売
買
の
事
前
届

　
　

出
制
度
の
開
始

　

10
月
か
ら
水
源
森
林
地
域
内
の
森

林
の
土
地
の
売
買
を
行
う
場
合
、
売

買
の
30
日
前
ま
で
に
、
県
へ
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
水
源
森
林
地
域

の
指
定
は
９
月
末
ま
で
に
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
県
森
林
整
備
課

　

☎
０
１
８
‐
８
６
０
‐
１
９
１
９

　
　

園
芸
作
物
生
産
拡
大
推
進
セ

　
　

ミ
ナ
ー

　

新
規
作
付
・
規
模
拡
大
希
望
者
を

対
象
に
、
園
芸
作
物
の
ほ
場
視
察
や

栽
培
技
術
の
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
７
日（
日
）午
前
８
時

　

30
分
〜
正
午
※
参
加
無
料

◆
集
合
場
所
／
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と

　

平
鹿
総
合
支
店
駐
車
場（
平
鹿
町
）

◆
定
員
／【
野
菜
コ
ー
ス
】エ
ダ
マ
メ

　

・
ネ
ギ
・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
25
人

　
【
花
き
コ
ー
ス
】ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

　

・
キ
ク
・
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
、
10
人

◆
申
込
期
限
／
９
月
３
日（
水
）

◆
申
込
み
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
農

　

林
部
農
業
振
興
普
及
課

　

☎
３
２
‐
１
８
０
５

　
　

自
衛
官
募
集
（
防
衛
大
学
校

　
　

・
防
衛
医
科
大
学
校
）

◆
募
集
期
間
／
９
月
５
日（
金
）〜
30

　

日（
火
）
※
防
衛
大
学
校（
推
薦
・

　

総
合
選
抜
）は
９
日（
火
）ま
で

◆
対
象
／
平
成
27
年
３
月
高
校
卒
業

　

見
込
み
の
方
お
よ
び
18
歳
以
上
21

　

歳
未
満
の
方

◆
試
験
日
／【
防
衛
大
学
校（
推
薦
）】

　

９
月
27
日（
土
）・
28
日（
日
）【
防
衛

　

大
学
校（
総
合
選
抜
）】
９
月
27
日

　
（
土
）【
防
衛
大
学
校（
一
般
）】
11
月

　

８
日（
土
）・
９
日（
日
）【
防
衛
医

　

科
大
学
校（
看
護
学
科
）】
10
月
18

　

日（
土
）【
防
衛
医
科
大
学
校（
医
学

　

科
）】
11
月
１
日（
土
）・
２
日（
日
）

◆
問
合
せ
／
自
衛
隊
横
手
地
域
事
務

　

所
☎
３
２
‐
３
９
２
０

　
　

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ

　
　

ー
横
手
『
無
料
相
談
会
』

　

登
記
や
多
重
債
務
、
成
年
後
見
な

ど
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
10
日（
水
）、
10
月
８

　

日（
水
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

◆
場
所
／
横
手
商
工
会
議
所

◆
定
員
／
各
日
先
着
４
人
※
要
予
約

◆
申
込
み
／
秋
田
県
司
法
書
士
会　

　

☎
０
１
８
‐
８
２
４
‐
０
０
５
５

　
　

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
『
慰
霊

　
　

友
好
親
善
事
業
』

　

旧
主
要
戦
域
等
に
お
い
て
、
ご
遺

族
を
対
象
と
し
た
慰
霊
追
悼
を
行
う

と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
の
友

好
親
善
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
実
施
地
域
／
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
東

　

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
中
国
な
ど

◆
参
加
費
／
９
０
，
０
０
０
円

◆
問
合
せ
／
日
本
遺
族
会
事
務
局

　

☎
０
３
‐
３
２
６
１
‐
５
５
２
１

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

外
国
人
向
け
の
『
感
染
予
防

　
　

の
お
話
』
開
催

　

感
染
予
防
に
つ
い
て
横
手
病
院
の

看
護
師
が
分
か
り
や
す
く
お
話
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
５
日（
金
）午
前
10
時

　

30
分
〜
正
午
※
参
加
無
料

◆
場
所
／
2Ｙ
ぷ
ら
ざ

◆
託
児
／
あ
り（
申
し
込
み
必
要
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
市
総
務
企
画

　

部
男
女
共
同
参
画
・
市
民
協
働
推

　

進
室
☎
３
５
‐
２
１
５
８　

　
　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

　
　

基
礎
講
座

　
『
幸
せ
に
生
き
る
チ
カ
ラ
』と
題
し

群
馬
県
立
女
子
大
学
文
学
部
の
佐
々

木
尚
毅
教
授
の
講
座
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
17
日（
水
）午
後
２
時

　

〜
３
時
30
分
※
参
加
無
料

◆
場
所
／
秋
田
県
南
部
男
女
共
同
参

　

画
セ
ン
タ
ー

◆
問
合
せ
／
市
総
務
企
画
部
男
女
共

　

同
参
画
・
市
民
協
働
推
進
室

　

☎
３
５
‐
２
１
５
８

　
　

赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ

　
　

方
体
験
講
座

　

赤
ち
ゃ
ん
を
安
心
し
て
お
風
呂
に

入
れ
る
た
め
の
練
習
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
９
日（
火
）午
前
10
時

　

〜
11
時
※
参
加
無
料

◆
場
所
／
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
対
象
／
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
家
族

◆
定
員
／
５
組（
予
約
制
）

◆
申
込
み
／
市
健
康
福
祉
部
健
康
推

　

進
課
☎
３
３
‐
９
６
０
０

　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

　
　

タ
ー
講
習
会　

　

託
児
を
学
び
た
い
方
を
対
象
に
、

障
が
い
が
あ
る
子
ど
も
を
預
か
る
際

の
留
意
点
を
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
９
日（
火
）午
前
10
時

　

〜
正
午
※
参
加
無
料

◆
場
所
／
2Ｙ
ぷ
ら
ざ

◆
申
込
み
／
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

　

ト
セ
ン
タ
ー
☎
３
５
‐
７
２
１
１

　
　

横
手
市
育
児
講
座『
親
子
で

　
　

秋
を
見
つ
け
よ
う
in
保
呂
羽
』

　

自
然
散
策
と
工
作
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
25
日（
木
）午
前
10
時

　

30
分
〜
11
時
30
分

◆
場
所
／
保
呂
羽
山
少
年
自
然
の
家

　
※
送
迎
に
つ
い
て
は
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
費
／
１
０
０
円（
材
料
代
）

◆
対
象
／
未
就
園
児
と
そ
の
家
族

◆
申
込
期
間
／
８
月
19
日（
火
）〜
29

　

日（
金
）※
先
着
30
組

◆
申
込
み
／
大
森
町
子
育
て
支
援
セ

　

ン
タ
ー
☎
２
６
‐
３
５
２
０

      

妊
婦
さ
ん
集
ま
れ
〜
♪
『
命

　
　

名
フ
レ
ー
ム
作
り
』　　

　

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前

の
フ
レ
ー
ム
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
９
月
４
日（
木
）午
前
10
時

　

15
分
〜
11
時
45
分

◆
場
所
／
2Ｙ
ぷ
ら
ざ

◆
参
加
費
／
１
，
０
０
０
円

◆
定
員
／
先
着
10
人

◆
託
児
／
あ
り（
申
し
込
み
必
要
）

◆
問
合
せ
／
横
手
市
子
育
て
支
援
セ

　

ン
タ
ー
☎
３
２
‐
２
４
２
６

　
　

障
が
い
者
総
合
相
談
会

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
ご
家
族

の
悩
み
ご
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
９
月
４
日（
木
）午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

◆
場
所
／
2Ｙ
ぷ
ら
ざ

◆
問
合
せ
／
横
手
市
自
立
支
援
協
議

　

会
（
市
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　

内
）
☎
３
５
‐
２
１
３
２

　
　

第
9
回
民
俗
音
楽
研
究
会

　

金
沢
八
幡
宮
掛
唄
を
題
材
に
民
俗

音
楽
に
つ
い
て
、
公
開
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
14
日（
日
）午
後
１
時

　

〜
５
時
※
参
加
無
料

◆
場
所
／
2Ｙ
ぷ
ら
ざ

◆
定
員
／
先
着
30
人

◆
申
込
み
／
市
教
育
委
員
会
文
化
財

　

保
護
課
☎
３
２
‐
２
４
０
３

　
　
『
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
in

　
　

ひ
ょ
う
ご
』
参
加
者
募
集

　

全
国
の
農
業
の
担
い
手
が
一
堂
に

会
し
交
流
し
ま
す
。
参
加
費
な
ど
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
11
月
13
日（
木
）・
14
日（
金
）

◆
場
所
／
兵
庫
県
内
９
カ
所

◆
申
込
期
限
／
８
月
22
日（
金
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
市
農
林
部
農

　

業
政
策
課
☎
３
２
‐
２
１
１
２

　
　

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

　
　

し
ま
す

◆
募
集
住
宅
／
横
手
か
ま
く
ら
エ
フ

　

エ
ム
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ペ
ー

　

ジ
番
号
０
０
０
０
０
７
２
３
８
）

　

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
細
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法
／
希
望
者
と
面
談
を
行

　

い
ま
す
。
※
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
申
込
期
間
／
９
月
１
日（
月
）〜
10

　

日（
水
）※
土
日
除
く

◆
問
合
せ
／
市
建
設
部
建
築
住
宅
課

　

☎
３
５
‐
２
２
２
４

　
　

横
手
市
の
新
し
い
屋
根
雪
対

　
　

策
を
多
角
的
に
提
案
し
ま
す

　

４
年
続
き
の
大
雪
を
受
け
設
立
さ

れ
た
『
横
手
市
の
新
し
い
屋
根
雪
対

策
を
考
え
る
N
P
O
』
の
会
員
10
人

が
、
雪
下
ろ
し
の
苦
労
を
少
し
で
も

軽
減
し
よ
う
と
、
屋
根
雪
対
策
の
ア

イ
デ
ア
な
ど
を
提
案
し
ま
す
。

◆
日
時
／
８
月
28
日（
木
）午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分

◆
場
所
／
2Ｙ
ぷ
ら
ざ

◆
問
合
せ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
務
局
（
市
建

　

設
部
建
築
住
宅
課
内
）

　

☎
３
５
‐
２
２
２
４

　
　

横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会
主

　
　

催
の
各
種
講
習
会

【
エ
ク
セ
ル
２
０
１
０
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　
ト
、ネ
ッ
ト
販
売
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
基
礎
講
習
】

◆
日
時
／
８
月
21
日（
木
）〜
28
日（
木
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
※
土
日
休
み

◆
場
所
／
㈱
し
す
て
む
工
房

◆
定
員
／
10
人
※
書
類
選
考
に
よ
る

【
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
３
級
養

成
講
座
】

◆
日
時
／
８
月
30
日（
土
）・
９
月
13

　

日（
土
）・
27
日（
土
）・
10
月
11
日

　
（
土
）・
25
日（
土
）・
11
月
８
日（
土
）

　

午
後
１
時
〜
５
時

◆
場
所
／
サ
ン
サ
ン
横
手　

《
共
通
事
項
》

◆
受
講
料
／
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◆
対
象
／
求
職
者
、
起
業
・
創
業
希

　

望
者
、商
品
開
発
を
目
指
す
方
な
ど

◆
申
込
み
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　

会
事
務
局
（
市
商
工
観
光
部
商
工

　

労
働
課
内
）
☎
３
３
‐
３
８
９
９

　
　

　
　

個
人
事
業
税
１
期
の
納
期
限

　
　

は
９
月
１
日（
月
）で
す

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
、
忘
れ
ず

に
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
口
座

振
替
の
方
は
預
金
残
高
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。
便
利
な
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
県
総
合
県
税
事
務
所
平

　

鹿
支
所
☎
３
２
‐
０
５
９
５

が
い
こ
く
じ
ん

か
ん
せ
ん
よ
ぼ
う

さ
ん
か

し
そ
う
む
き
か
く

さ
ん
か
む
り
ょ
う

し
ょ
う
ご

ぷ
ん

が
つ

に
ち
じ

ば

し
ょ

た
く
じ

も
う
し
こ

と
い
あ
わ

に
ち

き
ん

ご
ぜ
ん

じ

も
う

こ

ひ
つ
よ
う

ど
う
さ
ん
か
く

し
み
ん
き
ょ
う
ど
う
す
い

し
ん
し
つ

だ
ん
じ
ょ
き
ょ
う

ぶ

は
な
し

よ
こ
て
び
ょ
う
い
ん

か

ん

ご

し

わ は
な
し

か
い
さ
い

か
ん
せ
ん
よ
ぼ
う

む

情報～information～

情報情報
informationinformation

講　
座
講　

座

講　
座
講　

座

講　
座
講　

座

講　
座
講　

座

講　
座
講　

座

講　
座
講　

座
講　

座
講　

座

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

催　
し

催　
し

催　
し

催　
し

催　
し

催　
し

催　
し

「横手市ふれあいフェスティバル」
フリーマーケット出店者募集！
「横手市ふれあいフェスティバル」
フリーマーケット出店者募集！

募　
集

募　
集

募　
集

相　
談

相　
談

　障がい者とボランティアの協働イベントです。会場
で、フリーマーケットを出店してみませんか。
◆日時／９月21日（日）午前10時～午後２時30分
◆場所／条里南庁舎向かい（防雪センター前）駐車場
◆出店料／100円※出店料は、赤い羽根共同募金へ寄
　　　　　付させていただきます。
◆募集期限／８月29日（金）
◆問合せ／横手市社会福祉協議会本部☎36‐5377

        
9/21
開催

        
9/21
開催

 第44回横手地域市民文化祭を開催します 第44回横手地域市民文化祭を開催します
　市民団体によるステージ発表、展示、茶道や金沢保育
園児の太鼓演奏（23日）が楽しめます。
◆日時／８月23日（土）・24日（日）午前10時
　　　　～午後４時※24日は、子ども向け
　　　　イベント（自由な書の体験・ウキ
　　　　ウキゆかた体験）があります。
◆場所／横手市民会館
◆問合せ／横手生涯学習センター
　　　　　☎35‐2138
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地域からのお知らせ

『つかえる英語講座』(外国人教師による中級英会話)
●日時／８月26日(火)午後７時15分～８時45分　●場所
／Y2ぷらざ　●参加費／１回1,000円(学生300円)　●問
合せ／田口さん ☎080-1829-4754

横手『四季の市』
　地元の農産物や銘菓、加工品の販売のほか、横手ばや
しやよさこいキッズ演舞を行います。
●日時／８月30日(土)午前10時～午後２時　●場所／Ｙ2
ぷらざ　●問合せ／実行委員長 中村さん ☎32-1196

第６回バレエコンサート
●日時／８月31日(日)午後２時～　●場所／横手市民会
館 ●場所／ドン・キホーテ第一幕より抜粋ほか ●入場料
／無料　●問合せ／中川原さん ☎090-1065-2093

あきたエコマイスター『施設見学・講演・交流会』
　南部流域下水道事務所(大曲)の見学や、『水の話』につ
いての講演、温泉施設での交流会を行います。
●日時／９月５日(金)午前10時～午後２時45分 ●集合／
Ｙ2ぷらざ、午前９時 ●参加費／3,000円(昼食代･交流会
費込み) ●申込期限／８月20日(水)※施設見学・講演会
・交流会のみの参加も可能です ●問合せ・申込み／あき
たエコマイスター県南協議会 戸嶋さん ☎080-4515-9558

よこて農家塾9月例会『横手市の農林行政』
●日時／９月６日(土)午前10時～午後２時　●場所／グ
リンポート杉沢 ●講師／市農林部長 佐々木 隆　●参加
費／500円(昼食代)●申込み／小田嶋さん ☎33-0897

秋田ふるさと村『太鼓フェスティバル』
　午前は子ども、午後は大人の部が行われます。
●日時／９月７日(日)午前10時～午後３時30分　●場所
／秋田ふるさと村ドーム劇場 ●入場料／中学生以上500
円　●問合せ／秋田ふるさと村 ☎33-8800

野菜とくだものを楽しむ♪『ローフードレッスン』
●日時／９月６日(土)・10日(水)、①午前10時～、②午
後１時30分(①･②は同内容) ●参加費／各回1,500円　●
定員／各回６人※場所については直接お問い合わせくだ
さい。●問合せ／㈱ワンダーマート たなかのりこさん 
☎090-3362-9967

『第29回国民文化祭・あきた2014』横手市応援事業
横手混声合唱団『第42回定期演奏会』
●日時／９月７日(日)午後１時30分～　●場所／横手市
民会館　●内容／【第一部】啄木短歌集、【第二部】みんな
でうたおう！秋田ゆかりの歌､【第三部】混声合唱組曲『こ
のみちをゆこうよ』 ●入場料／500円※チケットのお求
めは各団員または団事務局まで　●問合せ／柴田さん
☎32-8037

　　

『第29回国民文化祭・あきた2014』横手市応援事業
第19回『彩の会』絵画展
●期間／8月23日(土)～８月25日(月)､午前９時～午後５
時　●場所／Ｙ2ぷらざ３階　●入場料／無料　●問合せ
／佐々木さん ☎32-6164

気功愛好会『みんなの無料気功教室』
　簡単で覚えやすい気功を通じて、健康な体と集中力を
養ってみませんか。
●日時／８月23日(土)･30日(土)･９月６日(土)･13日(土)､
午後２時～４時※毎週土曜開催 ●場所／浅舞公民館 ●
問合せ／気功愛好会 ☎080-9660-5859

日本将棋連盟横手支部『月例将棋大会』
●日時／８月24日(日)午前10時～　●場所／女性センタ
ー ●参加費／一般1,000円、学生700円(昼食、５位まで
賞品、参加賞付き)　●問合せ／中田さん ☎32-2479

いどばたプラザいどばたプラザ

　掲載を希望する場合は､発行日の『20日前まで』に内容がわかる
ものを広報係(連絡先は最終ページに掲載)にお寄せください｡

　横手地域内の景観や行事の写真を対象とするフォトコン
テストです｡入賞した場合は賞金のほか､平成27年度の『横
手いいとこ撮りカレンダー』への掲載を予定しています。
※詳細については､募集チラシ(かまくら館やＹ2ぷらざなど
　に設置)か､ホームページをご覧ください｡
◆撮影内容／未発表のもので、横手地域（市内全域でなく
　　　　　　横手地域限定）で撮影したものに限ります。
◆作品規定／Ａ４～ワイド四つ切 
◆応募期間／９月１日(月)～30日(火)
◆応募方法／募集チラシの応募票に所定事項を記入し、作
　　　　　　品の裏側に貼付の上、応募してください。
◆応募先／〒013-8799 郵便事業株式会社 横手支店留
　　　　　『横手いいとこ撮りカレンダー』係
◆ホームページ／http://plaza.rakuten.co.jp/kamakura34/
◆問合せ／横手いいとこ撮り写真コンテスト実行委員会
　　　　　赤川さん ☎090-8927-4732

2015『横手のいいとこ撮りカレンダー』
フォトコンテストの応募を受け付けします

2015『横手のいいとこ撮りカレンダー』
フォトコンテストの応募を受け付けします

　９月27日(土)･28日(日)に行われる『秋田25市町村対抗駅
伝ふるさとあきたラン！』では、大会の運営にお手伝いい
ただけるボランティアを募集しています。各市町村の代表
選手とともに、大会を盛り上げてみませんか。
◆日時／９月27日(土)･28日(日)､午前７時30分～午後４時
◆場所／秋田市八橋運動公園（移動の場合あり）
◆内容／運営補助、設営、撤去、受付、エイドブースなど
◆対象／中学生以上(中学生は保護者等の同伴が必要)
◆申込期限／９月16日(火)
【ボランティア説明会】
◆日時／９月21日(日)午前11時～
◆場所／秋田市八橋陸上競技場
【共通事項】
◆問合せ･申込み／実行委員会事務局(トップスポーツコン
　　　　　　　　 ソーシアム秋田内) ☎018-825-2520
　　　　　　　　 　018-874-9592 　 mail@akitaekiden.com

スポーツボランティア募集スポーツボランティア募集

 療日診 ご利用前にご確認ください

受付献血日程献血日程 400ml献血に
 ご協力ください

種類月日・地域 実　施　場　所 受付時間

増田町診療所(耳鼻咽喉科）
【毎週水曜】
　8月20･27日、9月3日
　／14:00～15:30
大沢診療所(内科）
　8月25日(月)
　／13:30～15:00

三又へき地診療所(内科）
【毎週火曜】
　8月19･26日、9月2日
　／13:30～16:30
上平野沢へき地診療所(内科）
　8月15日(金)、
　8月21･28日、9月4日(木)
　吉谷地／13:00～15:00
　山内武道／15:10～17:00

８月26日(火)
大　森

８月28日(木)
横　手

住友生命保険(相)秋田支社
県南分館 10:00～10:45
大森町高齢者等保健福祉センター 15:30～16:15
ＪＡ秋田ふるさと営農経済部 14:00～14:30
㈱ヌイテックコーポレーション 12:00～12:30
横手市役所大森庁舎 10:00～11:00

全血

 館日休 ご利用前にご確認ください

横手図書館
　8月20･27日､9月1･3日
増田図書館
　8月18･25日､9月1日
平鹿図書館
　8月19･26日､9月1･2日
雄物川図書館
　8月20･27日､9月1･3日
大森図書館
　8月19･26日､9月1･2日
十文字図書館
　8月20･27日､9月1･3日
山内図書室
　8月16･17･23･24･30･31日
大雄図書室
　8月17日
雄物川郷土資料館
　8月は休館なし

ゆっぷる
　8月は休館なし
ゆとり館
　8月19･26日､9月2日
えがおの丘
　8月18･25日､9月1日
大森健康温泉
　8月18･25日､9月1日
ゆとりおん大雄
　8月21日､9月4日
健康の駅トレーニングセンター
〈東部〉8月20･27日､9月3日
〈西･南部〉8月16･17･23･24･
　　　　 30･31日
子どもと老人のふれあいセンター
　8月18･25日､9月1日
南部シルバーエリア
　8月18･25日､9月1日
　※8月29日は無料開放日
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今泉祇園囃子 ▼9：00～、十文字睦合川前集落・永泉寺前
夏の特別企画展『ＩＫＫＩＴＯＴＨＥＮＥＸＴＳＴＡＧＥ!!』

　 ▼～24日、9：30～、増田まんが美術館
横手市成人式 ▼10：00～、横手市民会館
市民盆おどり・屋形舟鑑賞会 ▼19：00～、本庁舎前
全日本元祖たらいこぎ選手権大会 ▼9：00～、真人公園
第４回平鹿音楽祭 ▼14：00～、平鹿生涯学習センター
真夏の野球対戦！inＹＯＫＯＴＥ ▼慶應義塾高校VS東北
高　校、18：00～、グリーンスタジアムよこて
屋形舟繰り出し・協賛花火打ち上げ ▼18：30～、蛇の崎橋
増田盆おどり大会 ▼19：30～、中・七日町通り
よこいち。 ▼10：00～16：00、Ｙ2ぷらざ ほか
　急 平鹿総合病院(西成医師・佐野医師※１)☎32-5124
　急 小田嶋まさる内科(横手)☎38-8951
　児 平鹿総合病院(岡田医師)☎32-5124
ひらかまち盆踊り ▼19：00～、平鹿地域局前通り
　行 雄物川地域局特別会議室 ▼10：00～12：00
　法 増田地区多目的研修センター
　 　 ▼10：00～12：00、社協・増田福祉センター☎45-4848
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　行  心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館） ▼9：30～12：00
　法 本庁舎(かまくら館隣り)
　　 ▼13：00～15：00、市くらしの相談課☎35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）

　行 本庁舎１階総合案内 ▼13：00～15：00
　法 社協・雄物川福祉センター
　　 ▼10：00～12：00、社協・雄物川福祉センター☎56-2072
ウオーキングデー ▼9：00～、かまくら館前集合
横手地域市民文化祭 ▼～24日、10：00～、詳しくは13ページ
深間内神楽
　急 横手病院(熊谷医師)☎32-5001
　急 胃腸科内科高橋クリニック(横手)☎36-2711
　児 平鹿総合病院(石橋医師)☎32-5124

　人 条里南庁舎 ▼9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター

横手『四季の市』 ▼10：00～、詳しくは14ページ

秋田県総合防災訓練 ▼8：00～、詳しくは11ページ
　急 大森病院☎26-2141
　急 横手胃腸科クリニック(横手)☎35-2222
　児 平鹿総合病院(伊藤医師)☎32-5124
　法 相談予約受付開始9月17日分 ▼市くらしの相談課☎35-4099
　法 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　　 ▼10：00～12：00、社協・平鹿福祉センター☎24-3283
秋田ノーザンハピネッツ横手市後援会交流会 ▼18：00～、
　Ｙ2ぷらざ、問合せ／(一財)横手市体育協会☎38-8122
　法 本庁舎(かまくら館隣り) ▼10：00～12：00／　
　　 13：00～15：00、社協・横手福祉センター☎33-8668
　心 本庁舎(かまくら館隣り)

　心 十文字町幸福会館

◆証明交付窓口の開設時間を延長しています
　毎週水曜日､本庁舎(かまくら館隣り)１階の証明交付窓口を
午後７時まで延長しています。◆問合せ／市市民課☎35-2176
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8.15　9.58.15　9.5災害情報は「横手かまくらＦＭ」77.4ＭＨｚで災害情報は「横手かまくらＦＭ」77.4ＭＨｚで ！！

【無料相談】 行…行政 法…法律（要予約）人…人権  
              　　 心…心配ごと（9：30～12：00）問合せ／社協各福祉センター
【救急医療】  急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　 　　※１…８月の第３日曜日は耳鼻科の医師も診察します
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 本庁舎１階相談窓口☎32-2111（内線8528）
　・毎週月曜～木曜 9：30～12：00／13：00～15：30
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８月17日(日)「豆腐小僧」　　　　　　 　　　　 【86分】
８月24日(日)「ハウルの動く城」                       【119分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア(大森町)無料映写会 ～ 南部シルバーエリア(大森町)
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／☎26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕 ※7月末現在（前月末比）

横手市の人口横手市の人口
総数　 96,421人（ -41) ／ 34,616世帯( 31）
　男　 45,684人（ -41）
　女　 50,737人（    0）
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◆日　時／８月23日(土)20：00～
◆場　所／平鹿町深間内伊多子神社
◆問合せ／平鹿地域局産業建設課☎24-1118

４部構成の伝統の舞『深間内神楽』
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きてたんシェひらかまつり

■９月６日(土)15：00～20：30
　平鹿地域の産業振興
と元気づくりを目的に
開催します。平鹿地域
内の園児たちによる歌
の発表会や大抽選会な
ど、イベントが盛りだ
くさんです。
◆場所／平鹿生涯学習センター駐車場
◆主なイベント(予定)
　15:00 オープニングセレモニー、鍋倉囃子保
　　　　存会演奏、保育園児による歌の発表
　16:00 よさこい踊り『キッズバージョン』、キ
　　　　ッズ☆ストリートダンス、輪投げ大会
　17:00 じゃんご焼きそばチャンピオン決定戦
　　　　(～20：15頃、投票参加者への抽選あり)
　18:00 歌謡ショー
　19:00 よさこい踊り『雅バージョン』
　19:30 よさこい踊り『いやさかＡＫＩＴＡ』総踊り
　19:45 きてたんシェ大抽選会
　20:30 フィナーレ打ち上げ花火
◆問合せ／きてたんシェひらかまつり実行委員
　　　　　会事務局(よこて市商工会平鹿拠点セ
　　　　　ンター内)☎24-1360
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パノラマフェスタ

■９月７日(日)10：00～15：00
　サルビア・マリーゴ
ールド・日々草などが
咲きそろう『たいゆう
緑花園』。鮮やかな色彩
に包まれた約25万本の
花畑の魅力を堪能でき
るパノラマフェスタを
今年も開催します。
◆場所／たいゆう緑花園周辺
※駐車場はスタジアム大雄駐車場をご利用ください
◆内容／押し花体験､無料記念写真プレゼント､
　　　　子どもおたのしみコーナー、子ども塗
　　　　り絵コーナー、ブルーベリー苗木プレ
　　　　ゼント、軽トラ市ほか
◆問合せ／大雄地域局産業建設課☎52-3913

たいゆう
緑 花 園


